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の
の
い
ち
史

 

5
年
で
野
々
市
は

 

ど
う
変
わ
っ
て
き
た
？

　

今
年
の
11
月
11
日
、
野
々
市
は
町

か
ら
市
に
な
っ
て
5
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
そ
れ
を
記
念

し
て
野
々
市
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
、

5
年
刻
み
で
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
新
生
野
々
市
町
誕
生
か
ら
、
61
年
。

こ
の
ま
ち
は
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
昔
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
て
、
変
化
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

H23 （５年前）

H18 （10 年前） 　
年
ご
と
に
振
り
返
る

市制
5周年記念特集

コミュニティバス「のっティ」
西部地区へ運行を拡大

当時の
町商工会青年部長

高田  幸一 氏

　市制施行で盛り上がっていた当時、町民の皆さ
んが参加できる企画をしたいと考え、タスキプロ
ジェクトを始めました。学童やバスケチームなど
に声掛けをしたり、テレビ取材も受けたりして、
最終的に延べ 800 人以上がメッセージを書き、つ
なげたタスキの長さは 100 メートル以上にもな
りました。印象深かったのは、「安心して暮らせ
る平和なまちにしたい」「野々市大好き」などの
言葉が多く寄せられたこと。愛されているまちだ

「野々市町総合計画21」
（平成13年～22年）が可決

　

平
成
13
年
３
月
22
日
、
町

議
会
で
『
総
合
計
画
21
』
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
将
来

像
、
土
地
利
用
の
方
針
な
ど

を
定
め
た
基
本
構
想
と
、
基

本
的
な
施
策
を
分
野
別
に
体

系
化
し
た
基
本
計
画
を
１
つ

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

計
画
の
テ
ー
マ
は
「
に
ぎ

わ
い
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た

快
適
・
文
化
都
市
」。『“
動
”

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
っ

テ
ィ
に
は
現
在
、
中
央
ル
ー

ト
・
北
部
ル
ー
ト
・
南
部
ル
ー

ト
・
西
部
ル
ー
ト
の
４
路
線

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
運
行

開
始
当
初
（
平
成
15
年
）
は
、

現
在
の
中
央
ル
ー
ト
・
北
部

ル
ー
ト
に
あ
た
る
２
ル
ー
ト

の
み
で
し
た
。

　

利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、

平
成
17
年
12
月
に
南
部
、
平

成
18
年
６
月
に
は
西
部
と
、

徐
々
に
運
行
区
域
を
拡
大
。

Ｊ
Ｒ
野
々
市
駅
、
フ
ォ
ル
テ

前
、
市
役
所
で
乗
り
継
ぎ
が

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
も
っ
と
皆
さ
ん
に
利
用
し

て
も
ら
え
る
便
利
な
バ
ス
に

し
よ
う
」
と
、
サ
ー
ビ
ス
の

改
良
を
続
け
て
き
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
っ
テ
ィ
。
今

で
は
１
年
間
に
約
20
万
人
も

の
人
が
利
用
す
る
市
民
の
足

と
な
っ
て
い
ま
す
。

H13 （15 年前）

5

Interview

当時のコミュニティバスのっティ

と
“
静
”
を
兼
ね
備
え
た
都

市
へ
、
一
層
発
展
し
て
い
こ

う
』
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
計
画

は
現
在
の
野
々
市
市
第
一
次

総
合
計
画
へ
と
つ
な
が
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
っ

て
い
ま
す
。

野々市は、町から市へ！
　
２
０
１
１
年
11
月
11
日
、
県
内

11
番
目
の
市
と
し
て
「
野
々
市

市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
午
前
８

時
10
分
か
ら
市
役
所
前
で
開
か

れ
た
開
市
式
で
は
、
市
役
所
銘
板

の
除
幕
や
く
す
玉
割
り
が
行
わ

れ
、
ま
ち
は
お
祝
い
ム
ー
ド
一
色

に
。
ま
た
、
午
前
11
時
か
ら
は
文

化
会
館
フ
ォ
ル
テ
で
記
念
式
典

を
開
催
。「
野
々
市
市
万
歳
」
を

掛
け
声
に
、
出
席
者
全
員
で
万
歳

三
唱
を
し
て
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
市
制
施
行
に
向
け
、

ま
ち
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う

動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

の
１
つ
が
、
町
商
工
会
青
年
部
に

よ
る
「
タ
ス
キ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

「
子
ど
も
た
ち
に
未
来
に
向
け
て

形
に
な
る
も
の
を
残
し
た
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
青
年
部
員
ら
が

じ
ょ
ん
か
ら
ま
つ
り
会
場
、
町
役

場
、
商
工
会
な
ど
に
タ
ス
キ
を
設

置
。
訪
れ
る
住
民
に
市
へ
の
思
い

を
書
い
て
も
ら
い
、
ど
ん
ど
ん
タ

ス
キ
を
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う

企
画
で
し
た
。
こ
の
タ
ス
キ
は
今

市
役
所
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
、
元
部

長
の
高
田
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

なと感じました。
これからも変わら
ず、老若男女問わ
ず仲の良い野々市
であってほしいで
すね。

記念式典でのタスキお披露目
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S56 （35 年前）

　

今
で
は
す
っ
か
り
お
な
じ
み
と

な
っ
た
じ
ょ
ん
か
ら
・
la
は
、
20

年
前
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

新
音
頭
制
作
の
始
ま
り
は
、

「
じ
ょ
ん
か
ら
ま
つ
り
の
踊
り
の

輪
に
参
加
す
る
人
や
、
ま
つ
り
に

参
加
す
る
若
者
が
少
な
い
」
と
い

う
声
が
出
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
野
々
市

じ
ょ
ん
か
ら
お
ど
り
を
踊
っ
て
も

ら
お
う
と
、
新
し
い
曲
づ
く
り
を

　

ま
た
、
国
道
１
５
７
号
横
宮
交

差
点
に
あ
る
市
花
木
『
椿
』
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
や
、
特
産
品
の
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
ワ
イ
ン

『Kiw
w

i Kiw
w

i

（
キ
ウ
イ
キ
ウ

イ
）』
が
完
成
し
た
の
も
こ
の
年
で

す
。
そ
の
後
ワ
イ
ン
は
『
キ
ウ
イ・

キ
ウ
イ
』
と
『
キ
ウ
イ
・
ベ
リ
ー
』

の
２
つ
に
種
類
を
増
や
し
、
Ｊ
Ａ

の
の
い
ち
営
農
セ
ン
タ
ー
（
☎

２
４
８・８
９
５
４
）
な
ど
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

25
年
前
の
平
成
３
年
は
、
野
々

市
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

大
き
な
出
来
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん

の
年
で
し
た
。
ま
ず
は
、
第
46
回

国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会  

ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
成
年
男
子
２
部
の

開
催
で
す
。
10
月
13
日
～
16
日

の
４
日
間
に
わ
た
り
町
民
野
球
場

（
現
在
の
市
民
野
球
場
）
で
開
催

さ
れ
た
こ
の
大
会
に
は
、
全
国
か

ら
強
豪
10
チ
ー
ム
が
参
加
。
大
会

前
に
は
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
選

手
を
温
か
く
迎
え
よ
う
と
全
町
内

検
討
し
ま
し
た
。
話
し
合
い
の
中

で
、
野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
節
の
保

存
と
い
う
観
点
か
ら
、「
新
音
頭
は

じ
ょ
ん
か
ら
節
と
か
け
離
れ
た
曲

に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」

と
い
う
こ
と
に
。
結
果
、
野
々
市

じ
ょ
ん
か
ら
節
の
歌
詞
を
そ
の
ま

ま
使
用
し
、
サ
ン
バ
調
の
ア
ッ
プ

テ
ン
ポ
で
歌
い
や
す
い
新
音
頭
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
音
楽
に
、

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
野
々
市
考
案
の
振
り
付
け
が
つ

け
ら
れ
、
じ
ょ
ん
か
ら
・
la
が
完

成
。
平
成
８
年
の
野
々
市
じ
ょ
ん

か
ら
ま
つ
り
で
初
披
露
し
、
以
来

多
く
の
人
に
踊
り
継
が
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
つ
り
の
前
に
開
催
さ
れ
る
踊

り
講
習
会
で
、
じ
ょ
ん
か
ら
・
la

の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
野
々
市

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
渡
邉
さ
ん
に
話

を
聞
き
ま
し
た
。

サ
ン
バ
調
の
新
音
頭

『
踊
れ
！
じ
ょ
ん
か
ら・la
』完
成

H8 （20 年前）野々市リフレッシュ

渡邉  花子 氏

　じょんから・la ができた当時、講習会で踊りを習
いました。まつり初登場の時も踊りの輪に参加して、
それから毎年踊っています。長い間野々市リフレッ
シュがじょんから・la を踊り続けてきたので、いつ
の間にか講習会で教えるようになったんです。野々
市じょんからと la をミックスしたメドレーを、本
多の森ホールで踊ったこともあるんですよ。
　野々市リフレッシュが続く限り、市民の皆さんに
踊りを伝えていきたいですし、簡単な踊りなので
もっと多くの人に気軽に参加してほしいと思いま
す。裏話ですが、新音頭ができた時、じつは私たち
もフォークダンス調にアレンジした振り付けを創作
したんです。もう覚えていないんですけど、いい思
い出ですね。

H3 （25 年前）

Interview

（左）当時の『Kiwwi Kiwwi』
（下）現在の『椿』モニュメント

会
で
一
斉
に
沿
道
な
ど
の
清
掃
を

行
っ
た
り
、
小
中
学
校
の
生
徒
約

１
０
７
０
人
参
加
の
も
と
、
開
始

式
で
の
集
団
演
技
を
練
習
し
た
り

し
ま
し
た
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
大
会
本
番
は
、
数
々
の
感
動

の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
、
大
成
功
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
年
、
町
民
の
憩
い

の
場
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
が
オ
ー

プ
ン
。
４
月
10
日
に
さ
わ
や
か

ホ
ー
ル
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
、
８

月
７
日
に
は
プ
ー
ル
が
完
成
し
、

一
般
開
放
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

12
月
14
日
に
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
も
完
成
。
翌
年
１
月
５
日
か

ら
利
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

深圳から訪日教育使節団
友好校締結後初の来町

第１回町民総合体育大会開催
　
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
精
神

を
高
揚
し
、
健
全
で
明
朗

な
町
民
性
の
育
成
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
56

年
７
月
５
日
、
第
１
回
町

民
総
合
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
競
技
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
な
ど

全
８
種
目
で
し
た
。

　
ま
た
平
成
４
年
８
月
23

日
の
開
催
か
ら
始
ま
っ

た
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

　
野
々
市
小
学
校
と
中
国

広
東
省
の
深
圳
小
学
は
、

昭
和
60
年
に
交
流
校
と
し

て
友
好
関
係
を
締
結
し
て

以
来
、
毎
年
お
互
い
に
訪

問
し
て
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。
昭
和
61
年
は
、
訪

日
教
育
使
節
団
（
５
人
）

が
友
好
校
締
結
後
初
め
て

来
町
し
た
年
で
し
た
。

　
訪
問
団
は
６
月
25
日
～

28
日
の
４
日
間
、
野
々
市

町
に
滞
在
。
野
々
市
小
学

校
で
の
歓
迎
集
会
で
は
陳

校
長
が「
子
々
孫
々

ま
で
友
好
関
係
を

続
け
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

S61 （30 年前）

国
民
体
育
大
会
や
２
大
施
設
完
成
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
が
ア
ツ
い
年
！

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
で
は
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
ペ
タ

ン
ク
」
を
は
じ
め
３
種
目

を
プ
レ
ー
。
２
つ
の
大
会

を
合
わ
せ
て
は
ど
う
か
と

い
う
話
が
持
ち
上
が
り
、

平
成
17
年
か
ら
は
年
に
１

度
開
催
の
「
さ
わ
や
か

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

今
で
も
毎
年
多
く
の
市
民

が
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
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すべてはここから始まった。
新生野々市町、誕生

S51 （40 年前）S41 （50 年前）

S36 （55 年前）

S30 （61 年前）

S46 （45 年前）

What will happen to us tomorrow?

　

昭
和
30
年
４
月
１
日
、「
町
村
合

併
促
進
法
」
に
基
づ
き
野
々
市
町

と
富
奥
村
が
合
併
し
、
新
生
野
々

市
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
し
か
し

町
村
適
正
規
模
は
８
千
人
以
上
と

さ
れ
た
の
に
対
し
、
合
併
時
の
人

口
は
６
０
８
４
人
。
そ
こ
で
押
野

村
、
郷
村
と
の
合
併
に
向
け
協
議

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

未
来
へ
つ
な
が
る 

5

　
こ
う
し
て
５
年
ご
と
に
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
現
在
の
野
々
市
で
は
な

じ
み
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
の
始
ま
り
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ド
ラ
マ
が
詰

ま
っ
た
５
年
を
積
み
重
ね
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
現
在
の
ま
ち
の
姿
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史

が
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
市
に
な
っ
て
５
年
。
新
し
い
ま
ち

「
野
々
市
市
」
の
成
長
は
ま
だ
ま
だ
、

こ
れ
か
ら
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
こ
れ

か
ら
も
５
年
、
10
年
、
15
年
…
と
、

野
々
市
は
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
さ
あ
、
次
の
５
年
で
は
ど

ん
な
変
化
が
待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
⁈
市
民
協
働
を
推
進
す
る
野
々

市
ら
し
く
、
一
緒
に
ま
ち
の
未
来
を

描
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
特
集
】
５
年
ご
と
に
振
り
返
る
の

の
い
ち
史
（
終
）

中央公民館建設に着工

喜多家住宅　重要文化財に指定

県立養護学校が開校

　

現
在
の
中
央
公
民
館

は
、
昭
和
51
年
９
月
６

日
の
起
工
式
を
皮
切
り

に
新
築
工
事
が
開
始
さ

れ
、
翌
年
８
月
10
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
の
隣
に
あ

る
市
立
図
書
館
は
、
当

時
の
町
役
場
で
し
た
。

　
昭
和
41
年
４
月
、
太
平
寺
で
県
立
養
護
学
校
が
開

校
し
ま
し
た
。
同
校
は
昭
和
40
年
４
月
に
設
置
さ
れ
、

石
川
整
肢
学
園
（
金
沢
市
）
内
の
仮
校
舎
に
て
開
校

式
を
挙
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
１
年
後
に
太
平
寺
の

新
校
舎
へ
と
移
転
し
ま
し
た
。
平
成
22
年
４
月
に
は
、

中
林
に
あ
る
県
立
明
和
養
護
学
校
と
合
併
し
、
知
的

障
害
教
育
部
門
、
肢
体
不
自
由
教
育
部
門
を
擁
す
る

特
別
支
援
学
校
と
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
平
成
27
年

５
月
16
日
に
は
、
植
樹

祭
の
た
め
県
を
訪
れ
た

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が

来
校
。
マ
ナ
ー
学
習
や

和
太
鼓
部
の
活
動
を
見

学
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
３
丁
目
に
あ
る
喜
多
家
住
宅
は
、
江
戸
時
代
の

お
も
か
げ
を
残
す
、
ま
ち
が
誇
る
文
化
財
で
す
。
加
賀

地
域
に
残
る
最
も
古
い
町
家
形
式
の
建
物
と
し
て
非
常

に
貴
重
で
あ
り
、
昭
和
46
年
12
月
28
日
に
は
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
末
松
廃
寺
跡
は
、昭
和
36
年
に「
和
同
開
珎（
銀

銭
）」
が
発
見
さ
れ
た
場
所
で
す
。
昭
和
41
年
か

ら
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
開
始
さ
れ
、
白
鳳
時
代

に
建
造
さ
れ
た
寺
院
の
跡
で
あ
る
と
解
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
５
年
の
年
月
を
経
て
昭
和
46
年
５

　

い
ろ
り
に
描
か
れ
る

灰
型
は
文
化
の
香
り
高

く
、
ま
さ
に
日
本
の
美

を
象
徴
。
当
時
か
ら
有

名
で
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
外
国
へ
の
日
本
紹

介
文
な
ど
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

末松廃寺で
和同開珎（銀銭）発見

月
30
日
、
復
元
整
備
工
事

に
よ
っ
て
史
跡
公
園
が
完

成
。
貴
重
な
歴
史
教
育
の

場
と
な
り
ま
し
た
。
千
古

の
謎
を
解
明
す
べ
く
、
発

掘
調
査
は
現
在
も
続
い
て

い
ま
す
。

　
合
併
を
め
ぐ
り
集
落
間
の
紛
争
が
激
化
す
る
な
ど
、
混
乱
状
態
も

あ
っ
た
も
の
の
、
郷
村
の
一
部
は
昭
和
31
年
９
月
30
日
、
金
沢
市
押

野
地
区
（
旧
押
野
村
の
一
部
）
は
翌
年
４
月
10
日
に
野
々
市
町
編
入

が
決
定
。
適
正
人
口
を
満
た
す
、野
々
市
町
の
誕
生
と
な
り
ま
し
た
。

県立養護学校校舎

合併当時をよく知る市民

横山  平八郎 氏

　郷と押野は分村合併だったので、親戚同士の対立
があったりと、想像を絶するほど大変だったと思い
ます。親しくしていた家を訪ねると野々市合併派の
人が見張りに立っていて、「金沢編入派が来たんじゃ
ないか」と追い出されそうになったこともあります。
当時の町並みで印象深く覚えているのは、NHK の
電波塔がまちのどこからも見えたこと、そして鉄道
の分岐点があり、交通の要衝になっていたことです。
　今の野々市は４地区が円満で、まちづくりがス
ムーズに進んでいると思います。このまちの基本理
念である「愛と和の市民憲章」は、昭和 55 年に制
定されてからずっと大切にされてきました。今後社
会情勢がどうなっても、この理念を継承していけば、
野々市は安泰にうまくいくと思いますし、「愛と和」
を題材にしたシンボルができたらいいなと思ってい
ます。野々市は今も昔もいろんなところから人が集
まってくるまちなので、みんなで一つにまとまって
頑張っていけたらいいですね。

Interview
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2017 年３月 18日・19日
全国椿サミット野々市大会に向け準備着々。

　 

中
央
公
園
は
サ
ミ
ッ
ト
に
向

け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中

　

 

野
々
市
中
央
公
園
で
は
全
国
椿

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
契
機
に
、
市

花
木
ツ
バ
キ
の
拠
点
づ
く
り
を

目
指
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
や
公
園
利

用
者
が
ツ
バ
キ
に
親
し
み
、
憩
い

の
場
所
と
な
る
よ
う
、
ツ
バ
キ
の

観
賞
展
示
施
設
や
育
成
施
設
を
園

内
に
設
置
。
育
成
施
設
で
生
長
し

た
３
０
０
品
種
６
０
０
本
の
中
か

ら
、
厳
選
し
た
４
０
０
本
の
鉢
植

え
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
築
山

を
再
利
用
す
る
「
椿
山
」
で
は
、

市
の
名
が
つ
い
た
ツ
バ
キ
「
野
々

市
」
を
は
じ
め
、
日
本
と
外
国
の

２
０
０
品
種
６
０
０
本
の
ツ
バ
キ

を
植
栽
。
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
バ
キ
の

観
賞
を
楽
し
み
な
が
ら
椿
山
を

登
っ
て
い
く
と
、
山
頂
か
ら
は
霊

峰
白
山
も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
サ
ミ
ッ
ト
の
２
日
目
に
は
、

現
地
視
察
ツ
ア
ー
と
し
て
整
備
後

の
中
央
公
園
を
紹
介
す
る
予
定
で

す
。

※
整
備
期
間
中
は
、
公
園
内
の
施

設
や
駐
車
場
の
利
用
制
限
に
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　 

米
林
監
督
か
ら
イ
ラ
ス
ト
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
！

　

市
で
は
現
在
、
一
大
イ
ベ
ン
ト

『
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
』
に
向
け
た
準

備
が
着
々
と
進
行
中
。
Ｐ
Ｒ
に
あ

た
っ
て
は
、
市
出
身
の
ア
ニ
メ
ー

タ
ー
で
あ
る
米
林
宏
昌
監
督
か
ら
、

イ
ラ
ス
ト
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！
こ
れ
ら

は
今
後
、
市
内
各
地
で
掲
示
す
る

ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

ツ
バ
キ
の
魅
力
が
美
し
く
表
現
さ

れ
た
心
温
ま
る
イ
ラ
ス
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
市
内
で
ポ

ス
タ
ー
な
ど
を
見
か
け
た
際
は
注

目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　市制施行５周年記念事業として、来年３月 18 日・19 日に『第 27 回全国椿サミット野々市大会』を開催
します。全国から自治体関係者やツバキ愛好家ら約 300 人が来場し、ツバキに関する講演、展示や参加者交
流会などを実施予定。毎年恒例となっている野々市の春の祭典「花と緑　ののいち　椿まつり 2017」と同
時開催し、ツバキの花がいっぱいの会場で、来場者をお迎えします。

ツバキの観賞展示施設

椿山

知っていますか？
じつは…

全国椿サミットの発祥地は野々市なんです！
　

 

「
そ
も
そ
も
椿
サ
ミ
ッ

ト
っ
て
何
な
の
？
」
と
思

う
人
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。『
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
』

と
は
、
主
に
ツ
バ
キ
・
サ

ザ
ン
カ
を
花
木
と
す
る
全

国
の
自
治
体
が
集
ま
る
交

流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
の

発
端
は
平
成
２
年
３
月
23

日
・
24
日
、
野
々
市
町
（
当

時
）
に
て
行
わ
れ
た
『
第

１
回
つ
ば
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

当
時
、
町
花
木
に
ツ
バ

キ
を
指
定
す
る
野
々
市
町

は
、
同
様
に
ツ
バ
キ
を
指

定
花
木
と
す
る
全
国
92
自

治
体
へ
参
加
を
呼
び
か
け
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
主
な
目
的
は
、

ツ
バ
キ
を
愛
す
る
自
治
体

同
士
の
交
流
。
従
来
の
町

お
こ
し
な
ど
に
見
ら
れ
た

開
発
重
点
の
ま
ち
づ
く
り

よ
り
も
、
ツ
バ
キ
を
媒
体

と
し
て
豊
か
な
文
化
・
伝

統
を
継
承
し
、
快
適
な
環

境
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
語

り
合
お
う
と
い
う
も
の
で

し
た
。

　

結
果
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

は
東
京
都
大
島
町
、
岩
手

県
大
船
渡
市
な
ど
全
国
か

ら
野
々
市
を
含
め
計
12
自

治
体
が
参
加
。
２
日
目
の

交
流
会
で
「
さ
ら
に
多

く
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
永
続
性
の

あ
る
も
の
に
し
て
い
こ
う
」

と
の
提
言
が
あ
り
、
翌
年

の
東
京
都
大
島
町
か
ら
毎

年
椿
サ
ミ
ッ
ト
大
会
が
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

第１回つばきフォーラムの様子
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瀧下健作・圭子さん夫妻
（金沢市）

吉
よし

川
かわ

勇気・沙織さん夫妻
（白山市）

齋藤康
やす

智
のり

・桃子さん夫妻
（金沢市）

益
まし

子
こ

恒太郎・彩子さん夫妻
（金沢市）

　緊張で心臓がバクバクでした
が、皆さん笑ってくれて良かった
です。野々市は町から市になって
商業施設が増えてきましたね。よ
くパン屋さんやガーデニングのお
店に買い物に来ています。

　５周年記念番組に出演できて光
栄です。新婚生活の最初のころは
野々市で暮らしていて、子どもも
野々市で生まれました。毎日中央
公園で散歩していたので、今でも
そこを歩くと懐かしく感じます。

　実は師匠との掛け合いで、話の
内容が予想外の流れになったんで
すが、とても楽しく収録できまし
た。昔に比べて野々市はどんどん
便利になって、「野々市に住みた
い」という声をよく聞きますよ。

　小さいころから番組を見てい
て、結婚したら絶対出たいと思っ
ていました。10 年ほど前に野々
市で働いていたことがあります
が、当時に比べて今は交通量も多
く、まちが活性化したと思います。

「野々市市」誕生５周年記念番組

出演者の声

　
９
月
29
日
㈭
、
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

に
て
テ
レ
ビ
番
組
『
新
婚
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
！
』
の
公
開
収
録
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
収
録
は
野
々
市
市
誕
生
５
周

年
、
Ｈ
Ａ
Ｂ
北
陸
朝
日
放
送
開
局
25
周

年
を
記
念
し
て
の
開
催
。
県
内
か
ら
４

組
の
新
婚
さ
ん
カ
ッ
プ
ル
が
出
演
し
ま

し
た
。
観
覧
席
に
は
約
７
０
０
人
も
の

人
が
集
ま
り
、
大
ホ
ー
ル
が
２
階
席
ま

で
い
っ
ぱ
い
に
。
司
会
の
桂
文
枝
さ

ん
・
山
瀬
ま
み
さ
ん
と
、
個
性
豊
か
な

新
婚
さ
ん
と
の
軽
快
な
ト
ー
ク
に
、
会

場
は
大
き
な
拍
手
と
笑
い
声
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

※
番
組
は
Ｈ
Ａ
Ｂ
北
陸
朝
日
放
送
で
10
月

16
日
㈰
、
23
日
㈰
に
放
送
さ
れ
ま
し
た

　
９
月
22
日
㈭
、
本
町
２
丁
目
に
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
お
披
露
目
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内

会
関
係
者
を
中
心
に
約
60
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
高
齢
者
が
多
い

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
町
内
会
、
金
沢
工
業

大
学Toiro

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
一
般
社
団
法
人

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の

３
団
体
が
協
力
し
て
、
市
の
提
案
型
協
働
事
業

を
活
用
し
、
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
後
は
社
会

福
祉
士
事
務
所
が
併
設
さ
れ
、
福
祉
全
般
の
相

談
に
対
応
す
る
な
ど
、
地
域
の
交
流
拠
点
と
な

る
予
定
で
す
。
住
民
に
限
ら
ず
誰
で
も
利
用
で

き
る
の
で
、ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

収録の様子

司会の桂文枝さん（左）、山瀬まみさん（右）

提案型協働事業＠本町

２丁目カフェ
OPENしました！

活動日　原則毎週月曜日、水曜日
時　間　10 :00 ～ 17 :00
住　所　本町２丁目 21－19
活動内容　飲み物などの販売、
　　　　　福祉全般の相談受付、
　　　　　イベント開催など
連絡先　ピーナッツ　斎田
　　　　☎ 294－3225

第 35 回
野々市じょんからの里マラソン大会

参加者 1,083 人

一般の部５キロ
順位 氏名 市町

第５部
男子
39 歳
以下

1 渡辺　拓也 金沢市
2 北島　永輝 野々市市
3 喜多　達也 金沢市
4 山下　大樹 金沢市
5 山寺　和哉 野々市市
6 釜谷　優真 金沢市

第６部
男子
40 ～
59 歳

1 下川　義博 坂井市
2 砂田　宏和 白山市
3 若林　貴規 小松市
4 山河　康之 金沢市
5 吉野　誠 白山市
6 米谷　誠 金沢市

第７部
男子
60 歳
以上

1 中村　洋幸 能美市
2 松山　和能 津幡町
3 宮島　和夫 七尾市
4 下川　総一郎 金沢市
5 中越　和雄 中能登町
6 寺岡　紀夫 金沢市

第８部
女子
34 歳
以下

1 山本　有紗 野々市市
2 杉田　枝穂 野々市市
3 池田　知加 野々市市
4 渡部　あゆ 野々市市
5 吉田　景香 野々市市
6 松木　玲那 野々市市

第９部
女子
35 歳
以上

1 鈴木　千惠 金沢市
2 吉田　詩子 白山市
3 太田　和代 小松市
4 髙田　明美 野々市市
5 北本　貴子 野々市市
6 西村　江里 白山市

小学生男子の部 1.9 キロ
順位 氏名 所属

1 鈴木　宏周 館野学童野球ｸﾗﾌﾞ
2 山本　健太 菅原ﾐﾆﾊﾞｽ
3 井浦　健佑 御園ﾐﾆﾊﾞｽ
4 西村　勇汰郎 野々市ｼﾞｭﾆｱﾊﾞﾄﾞ
5 大石橋　琉匠 御園ﾐﾆﾊﾞｽ
6 藤谷　泰雅 野々市ｼﾞｭﾆｱﾊﾞﾄﾞ　
7 吉岡　周吾 館野学童野球ｸﾗﾌﾞ
8 久保　成輝 御園ﾐﾆﾊﾞｽ
9 山下　凜太朗 富陽ｻｯｶｰｸﾗﾌﾞ
10 赤星　遼太 富陽学童野球ｸﾗﾌﾞ

小学生女子の部 1.9 キロ
順位 氏名 所属

1 城寳　帆花 菅原ﾐﾆﾊﾞｽ
2 マグラー　葉茄 御園ﾐﾆﾊﾞｽ
3 松蔵　結香 菅原ﾐﾆﾊﾞｽ
4 山口　詩菜 野々市陸上教室
5 石田　はるな 菅原ﾐﾆﾊﾞｽ
6 中森　百優 野々市小学校
7 青木　彩花 館野小学校
8 伊藤　菜々子 御園ﾐﾆﾊﾞｽ
9 中島　琉南 菅原ﾐﾆﾊﾞｽ
10 中瀬　桜妃 御園ﾐﾆﾊﾞｽ

トリムジョギングの部 3.1 キロ
順位 氏名 市町

1 北留　みち子 能美市
2 野口　泰一 野々市市
3 渡辺　忠徳 金沢市
4 小松　真二 野々市市
5 崎山　寛之 野々市市
6 安田　賢次 川北町

中学生男子の部３キロ
順位 氏名 所属

1 多々見　友也 野々市ｻｯｶｰ
2 橋本　航志 野々市陸上
3 村浜　怜 布水ﾊﾞｽｹ
4 喜多　凌也 野々市ｻｯｶｰ
5 雨池　陸大 野々市陸上
6 二俣　圭介 布水ｿﾌﾄﾃﾆｽ
7 橋本　光揮 野々市ｻｯｶｰ
8 雨池　祐大 野々市陸上
9 奥田　一騎 野々市ﾊﾞｽｹ
10 浅野　凜 布水ｿﾌﾄﾃﾆｽ

中学生女子の部３キロ
順位 氏名 所属

1 谷口　ゆき 野々市陸上
2 小西　若菜 野々市陸上
3 小野　彩芽 野々市ﾊﾞｽｹ
4 廣田　琴 布水陸上
5 大畑　青空 布水ﾊﾞﾚｰ
6 平田　有梨奈 野々市ｿﾌﾄﾃﾆｽ
7 朴　才瑛 布水ﾊﾞﾚｰ
8 堂丈　真歩 野々市ﾊﾞｽｹ
9 井上　郁乃 布水陸上
10 二木　結子 野々市ｿﾌﾄﾃﾆｽ

一般の部 10 キロ
順位 氏名 市町

第１部
男子
29 歳
以下

1 高沢　圭輔 白山市
2 南　貴裕 白山市
3 藤　壮寛 野々市市
4 山下　悠佑 野々市市
5 藤井　結日 野々市市
6 浜坂　良佑 野々市市

第２部
男子
30 ～
39 歳

1 和田　瞬 白山市
2 ライト ブレント 野々市市
3 永下　賢太 金沢市
4 堀口　博史 小松市
5 中村　圭宏 内灘町
6 炭谷　克典 金沢市

第３部
男子
40 歳
以上

1 西尾　正佳 金沢市
2 本間　貴幸 白山市
3 生田　弘 能美市
4 下　大介 野々市市
5 吉野　裕司 金沢市
6 小松　裕和 白山市

第４部
女子
共通

1 細川　由利 白山市
2 中橋　光恵 白山市
3 高野　ひとみ 金沢市
4 西鍜治　圭子 野々市市
5 宗田　知恵 金沢市
6 赤土　律子 金沢市

　10/16 ㈰市民体育館前スタート

力走後は恒例の女性協議会による
じょんから鍋でほっと一息

①秋晴れの下、爽やかに駆け抜ける　
②仮装して走る強者も！　③ゴールの
瞬間　④毎年市内外から多くのラン
ナーが参加　⑤沿道からは「がんばれ」
の声が　⑥選手宣誓をする干場克英さ
ん・成世さん夫妻　⑦野々市明倫高校
吹奏楽部が演奏で選手たちを激励

④

⑤

③②

①

⑦⑥

広報写真アルバム
2次元バーコード

あなたも
市広報カメラに

写っているかも！
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１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

９
月
分
入
札

■ 
野
々
市
中
央
地
区
整
備
事
業　
本
町
５

丁
目
４
号
線
道
路
改
良
工
事

予
定
価
格　
１
５
９
８
万
４
千
円

落
札
価
格　
１
５
１
２
万
円

落
札
者　
㈱
升
方
工
務
店

■ 

押
野
横
川
線
消
雪
配
管
工
事　
第
１
工
区

予
定
価
格　
１
１
７
７
万
２
千
円

落
札
価
格　
１
１
２
８
万
６
千
円

落
札
者　
津
村
土
建
㈱

■ 

28

−

30　
配
水
管
布
設
跡
舗
装
本
復
旧

工
事　
そ
の
３

予
定
価
格　
１
７
０
２
万
８
０
０
円

落
札
価
格　
１
６
０
７
万
４
０
０
円

落
札
者　
沢
田
工
業
㈱

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
田
中　
陽
治
様
か
ら 

１
万
５
千
円

▽
椿
荘
ア
ー
ト
サ
ー
ク
ル
様
か
ら

 

１
万
５
千
円

▽
直
喜　
節
子
様
か
ら 

５
千
円

入
札
結
果

ご 

寄 

附

市
教
育
委
員
会

　
　
　
　

　
10
月
１
日
か
ら
新
教
育
委
員
会
制
度
に
移
行
し
、
教
育
長
に
堂
坂
雅
光
氏
が
、
職

務
代
理
者
に
松
野
勝
夫
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
北
本
正
氏
の
退
任
に
と
も

な
い
、
宮
川
美
保
子
氏
が
新
し
く
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

教
育
長
に　
　
　
堂
坂
氏

職
務
代
理
者
に　
松
野
氏
を
選
任

◆ 

谷
本　
紀
子
氏

　
一
般
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
と
し
て

10
万
円
を
寄
附
さ
れ
、
市
勢
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

市
感
謝
状

大
会
結
果

■
平
成
28
年
度　
囲
碁
タ
イ
ト
ル
戦

　
　
　
　
　
９
月
18
日
㈰　
中
央
公
民
館

▽
名
人
位　
西　
　
博
史
（
金
沢
市
）

▽
準
名
人
位　
萬
壽
賢
一
郎
（
太
平
寺
）

▽
金
杯
位　
橋
爪　
健
治
（
粟　
田
）

▽
準
金
杯
位　
中
井　
清
志
（
金
沢
市
）

富奥地区
【優　勝】　下林
【準優勝】　上林
【第３位】　矢作

郷地区
【優　勝】　稲荷
【準優勝】　二日市・長池
【第３位】　堀内

押野地区　【優勝】　押越
【準優勝】　あやめ　【第３位】あすなろ

本町地区　【優勝】　本町５丁目
【準優勝】　扇が丘　【第３位】　白山町

子どもリレー

防災水くみ競走

親子２人３脚

むかで競走

10/2 ㈰　町内対抗！地区運動会
４地区合計で約 5,700 人
の参加がありました！

　

人
は
、
太
陽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

色
々
な
ホ
ル
モ
ン
（
成
長
ホ
ル
モ
ン
、
や

る
気
が
出
る
ホ
ル
モ
ン
、
眠
り
を
誘
う
ホ

ル
モ
ン
）
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
う
ま
く
働
く
こ
と
で
、
人
の
体
は
機
能

し
て
い
ま
す
。
人
の
体
が
昼
間
は
活
動
し

夜
は
休
む
よ
う
に
で
き
て
い
る
の
も
、
ホ

ル
モ
ン
の
働
き
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
脳
の
視
床
下
部
と
い
う
と
こ
ろ
が
生
活

リ
ズ
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。視
床
下
部
は
、

食
欲
、
睡
眠
と
覚
醒
の
調
節
、
体
温
や
血

圧
の
調
節
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
後

３
カ
月
ご
ろ
か
ら
働
き
始
め
、
４
歳
ご
ろ

に
ほ
ぼ
完
成
し
ま
す
。
そ
の
あ
と
に
大
脳

（
理
性
や
総
合
的
に
考
え
判
断
す
る
、
人

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
す
る
高
度
な

脳
）
が
完
成
し
ま
す
。
大
脳
は
６
歳
ご
ろ

に
ほ
ぼ
完
成
し
ま
す
。

健 康 通 信

問い合わせ
◆健康推進課
☎248−3511

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム

子
ど
も
の
体
や
脳
の
成
長
発
達
の
基
盤
は

生
活
リ
ズ
ム
で
す
！

　
大
脳
が
し
っ
か
り
と
発
達
す
る
た
め
に

は
、
脳
が
ほ
ぼ
出
来
上
が
る
ま
で
の
時
期

に
視
床
下
部
が
ス
ム
ー
ズ
に
働
き
、
生
活

リ
ズ
ム
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
太
陽
の
リ
ズ
ム
に
合
っ
た
生
活
リ
ズ
ム

を
作
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
生
活
リ
ズ
ム

は
、
朝
起
こ
し
て
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

朝
６
時
ご
ろ
に
は
カ
ー
テ
ン
を
あ
け
、

電
気
を
つ
け
て
明
る
い
光
を
浴
び
ま
し
ょ

う
。
朝
に
光
を
浴
び
る
と
、
脳
が
目
覚
め

ま
す
。
朝
の
光
を
浴
び
る
こ
と
で
、
視
床

下
部
は
眠
り
を
誘
い
情
緒
を
安
定
さ
せ
る

ホ
ル
モ
ン
を
15
～
16
時
間
後
に
出
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
夜
８
～
９
時
ご

ろ
に
眠
く
な
り
ま
す
。

　
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
は
、
内
臓
を
目
覚

め
さ
せ
、
消
化
や
代
謝
の
リ
ズ
ム
を
整
え

ま
す
。
朝
起
き
る
と
や
る
気
が
出
る
ホ
ル

モ
ン
が
出
て
き
て
、
午
前
10
時
が
ピ
ー
ク

に
な
り
ま
す
。
集
中
力
や
学
習
力
が
高
ま

る
午
前
中
は
、
手
や
頭
を
使
っ
た
遊
び
や

学
習
を
、
午
後
は
体
を
使
っ
た
遊
び
や
活

動
を
す
る
こ
と
で
、
夜
の
眠
り
を
誘
い
ま

す
。

　
夜
の
睡
眠
中
に
は
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
出

て
、
脳
や
体
を
休
め
、
修
復
・
成
長
さ
せ

ま
す
。
成
長
ホ
ル
モ
ン
は
、
午
後
８
時
く

ら
い
か
ら
出
始
め
、
午
前
１
時
ご
ろ
が

ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。

　
午
後
８
時
以
降
は
電
気
を
消
し
て
暗
く

静
か
な
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
生
活
リ
ズ
ム
は
、
体
や
脳
の
発
達
の
基

盤
で
す
が
、
子
ど
も
の
力
だ
け
で
は
う
ま

く
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
周
囲
の
大

人
が
意
識
し
て
環
境
を
整
え
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。　

　
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
や
、
質
問
が
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

大脳

視床
視床下部

人
は
な
ぜ
夜
に
な
る
と
眠
く

な
り
、
昼
間
は
起
き
て
活
動

す
る
の
？

生
活
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
い
る

の
は
体
の
ど
こ
？

視
床
下
部
が
ス
ム
ー
ズ
に
働

く
に
は
？
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広
告
欄

野々市検定
新しい発見があるかも！？野々市のことをどれくらい知っていますか？

正解は

ページ

第
１
問

第
３
問

第
２
問

来年３月に椿まつりと同時開催する野々市全国椿サミット。
宣伝ポスターに使われているイラストは誰が描いたもの？
A　一般市民（公募）　  B　市美術文化協会員
C　のっティ　　　　 　D　米林宏昌監督

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
に
な
り
た
い

松
本 

優
真
く
ん   

野
々
市
小
学
校
２
年
生

幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た
い

吉
川 

は
な
さ
ん   

富
陽
小
学
校
１
年
生

68 18

U R L   http://.www.tensyoukaku.co.jp

豊富な経験をもとに社葬から小規模葬、家族葬

まであらゆるご葬儀に対応します。

野々市市矢作２丁目111番地  電話(076)294-4141

フューネラルホール

野々市

ＪＡ指定ホール

フューネラル倶楽部
会員募集中

『ありがとう』
　 想いをかたちにして伝えたい。

ふじひら保育園
　ふじひら保育園では今年度ドッジボールを楽しんで
います。朝の「元気っこタイム」で体操をして、準備運
動もバッチリ!! 対戦が始まります。雨あがりの水たまり
がある日はグラウンド整備からの始まりです。ルールは
ボールが顔と頭に当たったらセーフ。当たらないよう必
死で隠れる子、ねらいを定め全力で投げる子、当たって
悔しがる子、負けて悔し泣きする子、勝って大喜びする
子、さまざまな姿が見られます。ボールが顔に当たると、
痛くて泣き出しそうな子もいます。でも審判の「顔、セー
フ」の一言で「よっしゃ～」と泣き顔はふきとびます。痛
くても、悔しくても立ち直り、また参加する。それだけ夢
中になれるドッジボールに子どもたちも真剣です。

　年長児･ 年中児クラスの保育参加では保護者も交
じり、白熱した試合に。保護者も真剣で、手加減はしま
せん。でも配慮はします！だから子どもたちも本気で
スピード感のある楽しさを味わえます。ドッジボール
が苦手な子ももちろんいます。そんな子は必死で逃
げ、面白いことに、逃げるのが上手で最後の一人に。す
ると、みんなから「すごーい」「やったー勝ったぞ」と注
目されます。その瞬間その子の瞳は誰よりも輝きます。
　今では未満児クラスも応援に駆け付け、園全体
で楽しんでいます。白熱した試合が繰り広げられ
る中、ドッジボールを通していろいろな事を学ん
でほしいと思っています。

かがやく瞳

Dreamsぼくの夢、わたしの夢

開館当初の蔵書は 13 万冊（書庫を含む）を予定。最終的には 25 万
冊に。現図書館の蔵書数の約 7 万７千冊に比べると大幅に増えます。

★ワクワク！新図書館情報 Vol.2 ★

● 児童向け

突然の噴火により、消滅した古代都市。
すべてが火山灰に埋もれ、タイムカプ
セルのように当時の暮しが現代に残さ
れた。家読にもピッタリの考古学ミステ
リー。

ポンペイのひみつ―
地中に埋もれたローマの
古代都市
ティム・オーシェイ／著
六耀社

● 一般向け

彫刻刀を使わなくとも、紙、はさみ、絵
の具など身近なもので版画ができる。気
軽にできて、安全で、しかもおしゃれな
手作りカードや布小物のつくり方がわか
る。年末年始のご挨拶にいかが？

かんたん楽しい紙版画
佐川　ヤスコ／著
マガジンランド

押野の歴史を伝える本ができました

楽しい絵本や紙芝居の
読み聞かせです。

誰でも自由に参加できます。

野々市市立図書館 〒 921-8815　野々市市本町 2 丁目 14 番 6 号 
  ☎ 248-8099
  開館時間　10： 00 ～ 19： 00（土日は 17： 00 まで）
  休館日　毎週月・祝日

● 今月のおはなし会
と　き：11月 12 日㈯、26 日㈯
 午前 11 時から
場　所：図書館１階　
 児童図書コーナー

● 今月の展示図書
『スローライフ』をテーマに、
図書や絵本を集め、展示します。
展示期間中は貸出できませんの
で、予約をお願いします。

Book Review
おすすめの本

Topicsトピックス

「ドッジボールが
あ・つ・い !!」

　押野にある高
た か み む す び

皇産霊神社の奉賛会が中心
となって制作した本『図説  高皇産霊神社
と押野のあゆみ』が完成しました。本の内
容は主に前半で高皇産霊神社の、後半で押
野のまち全体の歴史を紹介。関連するさま
ざまな史料、写真なども掲載しています。
　奉賛会はおよそ３年前、「神社と押野の
まちの変遷を、後世の子どもたちのために
残したい」という思いから調査を開始。ま
ちの長老に話を聞いたり、市内各地から文
献などを頼りに情報を集めたほか、歴史上
関わりのあった寺などを訪ねて福井県や京
都府へも足を伸ばしました。
　会長の西村吉昭氏は「神社はまちの歴史
を今に伝える大切な文化財。信仰するかど
うかは別として、若い人たちに興味を持っ
てほしい。押野のことを知ってもらえたら
嬉しい」と話しました。

◆◆◆◆◆◆◆◆ 2016201620162016 年年年年11111111月月月月 26262626 日日日日((((土土土土)))) ◆◆◆◆◆◆◆◆

午後午後午後午後 5555：：：：00000000 ～～～～ 6666：：：：30303030 白山市白山市白山市白山市古城町古城町古城町古城町2 2 2 2 番地番地番地番地

会場会場会場会場 ::::「松任文化会館「松任文化会館「松任文化会館「松任文化会館 4444階・階・階・階・401401401401会議室」会議室」会議室」会議室」

にしかわクリニックにしかわクリニックにしかわクリニックにしかわクリニック院長院長院長院長 西川西川西川西川忠之忠之忠之忠之 先生先生先生先生

参加をご希望される方は、参加をご希望される方は、参加をご希望される方は、参加をご希望される方は、11月月月月24日日日日(木木木木 )までにまでにまでにまでに、、、、

「「「「住所住所住所住所・・・・ 氏名氏名氏名氏名 ・・・・ ふりがなふりがなふりがなふりがな ・・・・ 年齢年齢年齢年齢 ・・・・ 参加人数」参加人数」参加人数」参加人数」をご記入のをご記入のをご記入のをご記入の上上上上

ファックスファックスファックスファックスで「で「で「で「076 – 265 – 5582」までお申し込み下さい。」までお申し込み下さい。」までお申し込み下さい。」までお申し込み下さい。

〒〒〒〒920-0853 石川県金沢市本町石川県金沢市本町石川県金沢市本町石川県金沢市本町1 – 5 – 2 リファーレリファーレリファーレリファーレ 8階階階階キッセイキッセイキッセイキッセイ

FAX ：：：： 076 – 265 – 5582 TEL : 076 – 265 – 5666

公立公立公立公立松任石川中央病院松任石川中央病院松任石川中央病院松任石川中央病院泌尿器科泌尿器科泌尿器科泌尿器科

部長部長部長部長 押野谷押野谷押野谷押野谷幸之輔幸之輔幸之輔幸之輔 先生先生先生先生

「おしっこ「おしっこ「おしっこ「おしっこの悩みの悩みの悩みの悩み」」」」

解決します！解決します！解決します！解決します！

主催：キッセイ薬品工業株式会社

参加参加参加参加 無料無料無料無料

定員定員定員定員100100100100名名名名

市民公開講座市民公開講座市民公開講座市民公開講座 ----特別講演特別講演特別講演特別講演----

『図説  高皇産霊神社と押野のあゆみ』
市立図書館や市役所文化課などで閲覧できる
ほか、市内小中学校にも贈られる。

「欲しいという場合は奉賛会に連絡いただけ
れば千円でお分けします」とのこと。

高皇産霊神社奉賛会  中藪  ☎248－1780

編集委員の皆さん

野々市じょんからまつりを盛り上げようと平成８年に作ら
れた○○○調の音頭、じょんから・la。○に入るのは？
A　ボサノヴァ　　B　ロック
C　サンバ　　　　D　ジャズ

市制５周年記念事業として、テレビ番組「新婚さんいらっ
しゃい！」の公開収録が行われた場所はどこ？
A　市役所　　　　　B　文化会館フォルテ
C　中央公民館　　　D　情報交流館カメリア
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まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
秘書広報課（☎227−6056）

県 LP ガス協会  石川支部と相互連携
「地域見守り活動に関する協定」締結式
　市と石川県 LP ガス協会  石川支部は９月 27 日㈫、
地域見守り活動に関する協定を結びました。協会に加
盟する LP ガス販売事業者は、ガス器具の点検や安全装
置確認のために高齢者宅を訪問しています。今後その
際、異変に気付いた場合には、市や警察、消防などへ
連絡する見守り活動を行います。協定締結後、小新吉
彦会長が「昨年は 3200 軒の点検・安全確認を行った。
直接訪問してお客さんと話すのが私たちの仕事の原点。
これからも続けていきたい」とあいさつしました。

夢と文化を育む「市
いち

」
第６回　北国街道野々市の市

いち

　10 月７日㈮～９日㈰、旧北国街道
本町通りで「北国街道野々市の市」が
開催されました。このイベントは地元
有志が市や各種団体との協働によって
地域活性化を目指すもので、歴史遺産
や文化の継承、情報の発信、にぎわい
創出をテーマとしています。今年は８
日㈯に新たな催しとして「薪

たきぎのう

能」が披
露され、その幻想的な雰囲気で観客を
大いに魅了しました。９日㈰は、小雨
のぱらつく曇天にもかかわらず、歩行
者に開放された本町通りは多くの店と
人で溢れかえり、活気ある「市」の様
子は、かつての野々市宿のにぎわいを
今に伝える盛況ぶりとなりました。

今後研修会などを通じて、見守り活動の連携を深めていきます。

SNS を駆使して面白い体験を競う！
第３回野々市シャルソン
　10 月 9 日㈰、野々市シャルソンが開催され、市内外
の 64 人が参加しました。シャルソンとは、ソーシャル
マラソンの略。市内に設けられた立ち寄りポイント ( 給
○ポイント)には「北国街道野々市の市」も含まれており、
体験した面白いことを Facebook などのソーシャルメ
ディアに投稿して楽しみながら情報を発信しました。
　参加者からは、「普段市内に住んでいても、なかなか
行けないお店を知れた」「色々な人との出会いがあって
楽しかった」という感想が挙がっていました。 お揃いのTシャツを着て、ゴール後のパーティーでも交流を深めました。

子どもキリコがやってきた！
第１回秋祭り（子どもキリコ祭り）開催
　９月 25 日㈰、清々しい秋空のもと、三日市町内会で
は第１回目となる秋祭り（子どもキリコ祭り）が郷八
幡神社を主会場に行われました。祭りで使用した４基
のキリコは、輪島市の町野公民館から寄贈されたもの
で、青年部や子ども会などが中心となって装飾を施し
ました。華やかなキリコ行列に、行く先々で見物客か
らは感嘆の声があがっていました。子どもたちはこの
日に備えて太鼓や鐘を一生懸命練習したそうで、打ち
鳴らされるにぎやかな音色が行列に花を添えました。

遊んで学んで楽しもう！
カメリアまつり
　９月 24 日㈯、情報交流館カメリア、あらみや公園な
どでカメリアまつりが開催されました。会場には、金
沢工業大学や県立大学の学生が日ごろの活動成果を発
表するさまざまなコーナーが充実。スタンプラリーや
折紙教室に参加するなど訪れた約 800 人は、思い思い
に楽しみました。また、市役所の中庭では合唱や演奏、
フラダンスのショーが行われ、観客を魅了。美しい音
色と子どもたちの楽しい笑い声が、会場いっぱいに広
がりました。

まちをきれいにしたい
野々市明倫高校ボランティア清掃活動
　10 月７日㈮、野々市駅と中央公園の周辺で野々市明
倫高校の生徒 126 人がごみ拾いや清掃などを行いまし
た。この清掃ボランティアは毎年生徒会役員をはじめ、
部活動に加入している生徒たちが自主的に活動してい
ます。生徒会長の竹田幸史朗さんは、「昨年と比べてゴ
ミが減っている。この活動を見た地域の人たちのポイ
捨てへの意識が変わってきている証。これからも続け
ていきたい」と話していました。生徒たちがピカピカ
にしてくれたまちをきれいに保ちましょう。

お揃いの法被姿で町内を練り歩きます。

市役所の中庭には多くの人が集まり、秋の夜長を楽しみました。

道路にこびりついたガムは、ヘラを使ってゴシゴシ。

異世代交流でふれあい、遊び、学ぶ
お年寄りと子どものフェスティバル
　市社会福祉協議会が主催するお年寄りと子どものふ
れあいのイベントが、９月 25 日㈰に老人福祉センター
椿荘周辺で開催されました。芝生広場には縁日コーナー
や福祉ショップなどが立ち並び、穏やかな秋晴れとあっ
て、会場は多くの親子連れやお年寄りでにぎわいを見
せていました。つくって♪あそぼう♪コーナーでは、
竹とんぼ・万華鏡・どんぐり細工などの手作り工作が
行われ、子どもたちはボランティアの人に教えてもら
いながら、楽しそうな様子で制作に励んでいました。 うまく作れるかなー。竹をあぶって加工します。

１．にぎわう旧北国街道　２．中央公民館で行われた薪能　
３．布市神社の秋季例大祭に合わせ、街道には野々市豊年野菜みこしが登場

１

２ ３

17　広報野々市　2016．11月号 広報野々市　2016．11月号　16



ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

パソコン、スマートフォンのアプリでも聴けます！
FM-N1ホームページからクリック！
▶http://fmn1.jp/

いち
市内で活躍する人を紹介します。

編
集
後
記

　
「
ラ
ジ
オ
聴
い
た
よ
！
と

言
わ
れ
る
と
今
で
も
照
れ
く

さ
い
感
じ
が
し
ま
す
」
と
話

す
の
は
、
中
村
圭
佑
さ
ん
。

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ

局
、FM

-N
1

の
制
作
室
長

を
務
め
日
々
奔
走
。
担
当
す

る
広
報
番
組
『
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
野
々
市
』
を
通
し
、
野
々

市
の
今
を
伝
え
て
い
る
。

話
し
上
手
よ
り
聞
き
上
手

　

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
人
見

知
り
で
す
。
た
だ
昨
年
度
、

FM
-N

1

で
は
１
万
６
７
４
７

人
も
の
出
演
者
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
人
見
知
り

し
て
い
る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん

（
笑
）。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

積
極
的
に
話
し
か
け
る
こ
と

も
大
事
で
す
が
、
い
か
に
相

手
の
話
を
引
き
出
せ
る
か
、

聞
き
上
手
に
な
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

市
制
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

を
生
放
送

　

ラ
ジ
オ
で
市
誕
生
の
瞬
間

を
生
放
送
し
ま
し
た
。
当
日
、

野
々
市
小
学
校
と
中
継
を
つ

な
ぎ
、
３
、２
、１
、
の
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
の
あ
と
中
継
先
か

ら
上
が
っ
た
風
船
と
、
子
ど
も

た
ち
の
大
き
な
歓
声
に
市
制

ス
タ
ー
ト
の
勢
い
を
感
じ
、
何

よ
り
生
放
送
で
こ
の
様
子
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
は

今
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

進
化
す
るFM

-N
1

　

FM
-N

1

で
は
、
サ
イ
マ
ル

放
送
や
新
社
屋
ガ
ラ
ス
壁
面

に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

先
端
技
術
を
活
か
し
な
が
ら
、

よ
り
多
面
的
に
情
報
発
信
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

今月の
表紙

（問題は 14 ページ）

50

来月で開局21周年！！
地域密着型で新鮮な地元情報を
お届けします。

野々市検定回答

プロフィール
名前　なかむら けいすけ
誕生日　２月 18 日
出身地　金沢市
野々市に住んで約 10 年

中村  圭佑さん
（太平寺）

●
「
人
は
ど
れ
位
の
道
を
歩
め
ば
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の

か
」。
こ
れ
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
歌
手
ボ
ブ
・

デ
ィ
ラ
ン
の
有
名
な
歌
の
歌
い
だ
し
で
す
。
広
報
は
ど
れ
位

の
取
材
を
重
ね
れ
ば
広
報
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
。
広
報

担
当
と
し
て
半
年
が
過
ぎ
た
今
、
不
意
に
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
ま
し
た
。
取
材
先
で
カ
メ
ラ
を
構
え
る
と
、
み
ん
な
が
広

報
の
人
だ
と
意
識
し
て
く
れ
ま
す
。
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か

で
は
な
く
、
当
た
り
前
に
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た
瞬
間
か
ら
広

報
担
当
者
で
、
経
験
は
関
係
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
毎

取
材
全
力
で
が
ん
ば
ろ
う
。
秋
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
そ
う
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

（
Ｋ
・
Ｎ
）

●
街
路
樹
が
き
れ
い
に
染
ま
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
11
月

11
日
、
野
々
市
は
市
に
な
っ
て
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
昔
は

田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
ま
ち
に
、
今
で
は
ス
ー
パ
ー
や

飲
食
店
が
立
ち
並
び
ま
し
た
。
便
利
に
な
る
こ
と
は
一
市
民

と
し
て
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
が
、
変
わ
り
ゆ
く
景
色
に
少

し
寂
し
さ
も
感
じ
ま
す
。
幼
い
こ
ろ
家
の
周
辺
に
は
田
ん
ぼ

が
広
が
り
、
カ
エ
ル
の
大
合
唱
が
聞
こ
え
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
発
展
し
て
も
、
自
然
が
残
る

の
が
野
々
市
の
魅
力
の
１
つ
。
ま
ち
の
歴
史
や
文
化
、
景
観

も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

（
Ｍ
・
Ｋ
）
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塚
１

久
保　

舞ま

い

あ亞

智
弘

友
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司
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作
１
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つ
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麻
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新
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う
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良
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子
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末
松
２
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麻
由
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徳
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お
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澤
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５
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三
日
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仁じ
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下
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橋
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あ
ゆ
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二
日
市
町
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暖は

る

や陽

正
道

理
恵
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藤
平
田
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井
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透
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押
野
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出
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哲
朗

理
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平
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九
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和
希

智
世
）
押
野
１

今
村　

來こ

あ愛

拓
哉

安
奈
）
粟
田
１

松
井　

知と

も

き季

健
奈
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稲
荷
４

浦　
　

楓ふ

う

と都

敏
文

里
菜
）
上
林
３

子
の
名

親
の
名

住
　
所

氏
　
名

前
住
所

住
　
所

う
ぶ
ご
え

た
か
さ
ご

茅
納
き
よ
子 

本
町
１ 

93
歳

小
浦　

久
子 

本
町
１ 

94
歳

中
藪
マ
ス
エ 

本
町
１ 

77
歳

中
田　

冬
彦 

御
経
塚
３ 

69
歳

藤
上　

か 

清
金
３ 

101
歳

吉
田　

耕
昭 

藤
平
田
２ 

82
歳

前
口　

年
男 

藤
平
田
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78
歳

橋
本　

勝
利 

矢
作
２ 

69
歳

岡
田　

昭
治 

太
平
寺
２ 

89
歳

　
　

満
弘 

矢
作
３ 

57
歳

荒
木　

弘
夫 

粟
田
４ 

85
歳

紺
谷
富
美
子 

二
日
市
町 

73
歳

前　
　

伸
行 

粟
田
４ 

69
歳

渡
邊　
　

健 

下
林
４ 

72
歳

吉
村
美
枝
子 

本
町
４ 

85
歳

島
田　

伊
津 

本
町
１ 

83
歳

里
見
由
紀
子 

粟
田
３ 

54
歳

西
村　

洋
子 

中
林
２ 

78
歳

山
岸　

信
子 

粟
田
３ 

86
歳

氏
　
名

住
　
所

年
　
齢

お
く
や
み

個人情報保護のため本人・ご家族の希望があったものを掲載しています

※住民基本台帳に記載されている数字です

H28.9.16 ～ H28.10.14 受付分

■ 8 月末現在の人口（　）は前月比
人　口 51,752 人 （＋ 10）
　男 26,233 人 （＋ 6）
　女 25,519 人 （＋ 4）
世帯数 22,836 世帯 （＋ 5）

■ 8 月中の人の動き
　転　入 213 人
　転　出 240 人
　出　生 60 人
　死　亡 23 人
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３
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た汰
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真
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日
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及
川
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き
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希
菜

一
成

夏
希
）
稲
荷
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　今月は市制５周年を記念し、市民
の皆さんから募集した笑顔の写真を
組み合わせてツバキを作りました。

「咲」という漢字は、一般的に「花が
開く」という意味で使われることが
多いですが、その他に「笑う」とい
う意味も持っています。ツバキの花
が次々と咲くように、これからの野々
市も笑顔あふれるまちであってほし
い。そんな願いを込め、素敵な笑顔
の花を表紙に咲かせました。

【第 1 問】Ｃ　サンバ
じょんから・la は、サンバ調のアップテンポで踊りやすい音頭。
毎年野々市じょんからまつりが近づくと踊り講習会が開かれ、
たくさんの人に踊り継がれています。

【第 2 問】Ｄ　米林宏昌監督
市出身のアニメーターである米林宏昌監督から、椿サミットに
向けイラストとメッセージを提供いただきました。

【第 3 問】Ｂ　文化会館フォルテ
収録日は多くの人が観覧に訪れ、大ホールが２階席までいっぱ
いに！軽快なトークに拍手と笑いが沸き起こっていました。
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 募集中！
　発行月に１歳になる市内に住む子どもの写真を募集していま
す。子どもの写真（データ推奨）に❶子どもの氏名・ふりがな 
❷生年月日 ❸性別 ❹住所 ❺両親の氏名・ふりがな ❻日中に
連絡が取れる電話番号 ❼一言コメント（子どもが話す立場で
15 文字以内）を添えてメール、郵送または持参で応募してく
ださい。（メールに写真データを添付しての応募を推奨します。
その場合はタイトルを「ののいちっ子応募」としてください。
現像写真を郵送または持参する場合、写真は返却しません）

★抽選結果などについて、発行前の事前連絡はありません。
★�申し込みにあたり、PDF 版のホームページやｉ広報紙への
掲載に同意したものとします。
★�メールでの申し込みの場合、メールのデータサイズを３MB
未満にしてください。携帯電話からの応募の場合、写真のサ
イズを最大にしてください。コメントは絵文字を使わずに、
（ハート）、（星）、（音符）、（笑顔）というように代替表記し
てください。
� 　〒 921－ 8510　石川県野々市市三納 1丁目 1番地
� 野々市市役所　企画振興部　秘書広報課　☎ 227 － 6056
 mail: hisho@city.nonoichi.lg.jp

11月生まれ

お
姉
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ

の
が
大
好
き
♡

H27.11.25 生まれ

盛
もりしげ

重　蓮
れん

 くん
（押野４丁目）

父：純一さん　母：友美さん

元
気
い
っ
ぱ
い
！
み

ん
な
大
好
き
♡

H27.11.30 生まれ

北
きた

　陽
ひ よ り

与里 ちゃん
（押野４丁目）

父：雄二さん　母：絵美さん

い
っ
ぱ
い
イ
タ
ズ
ラ

す
る
ぞ
～
！！

H27.11.7 生まれ

山
やまぐち

口　 紬
つむぎ

 ちゃん
（押野３丁目）

父：愼也さん　母：愛子さん

に
ぃ
に
が
大
好
き
☆

H27.11.16 生まれ

石
い し だ

田　快
か い と

友 くん
（押野４丁目）

父：崇明さん　母：智恵さん

お
歌
と
ご
飯
が
大
好

き
！

H27.11.9 生まれ

末
すえ

廣
ひろ

　 奏
かなで

 くん
（白山町）

父：晃明さん　母：千佳代さん

パ
パ
と
マ
マ
が
大
好

き
♡

H27.11.27 生まれ

宮
みやがわ

川　凛
りんたろう

太朗 くん
（二日市町）

父：寛さん　母：くみ子さん

ス
ケ
ボ
ー
に
は
ま
っ

て
る
ぜ
♡

H27.11.8 生まれ

北
き た の

野　煉
れん

 くん
（菅原町）

父：峻さん　母：由香里さん

動
き
回
る
の
だ
い
す

き
♡

H27.11.20 生まれ

下
しもむら

村　彩
い ろ は

羽 ちゃん
（位川）

父：哲矢さん　母：友梨さん

ば
ぁ
！
と
バ
イ
バ
イ

が
得
意
で
す
♡

H27.11.16 生まれ

中
なかむら

村　仁
に か

架 ちゃん
（粟田１丁目）

父：耕平さん　母：麻衣さん

お
て
て
で
い
な
い
い
な

い
ば
ぁ
が
で
き
る
よ
！

H27.11.3 生まれ

小
こばやし

林　かのん ちゃん
（中林２丁目）

父：敏行さん　母：幸恵さん

元
気
一
杯
歩
け
る
ま

で
成
長
し
た
よ
♪

H27.11.30 生まれ

小
こ す ぎ

杉　柚
ゆ ず は

琶 ちゃん
（二日市町）

父：誠さん　母：千秋さん

次号は12月生まれです。
募集期間　11月11日（金）まで（応募多数は抽選）


